
北陸ビジネス福祉専門学校学則 

【2024 年 6 月 1 日施行】 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 本校は、学校教育法の規定に従い、ビジネス社会及び医療・福祉・介護に役立つ専門的知

識と技術を授け、豊かな教養を培うとともに、創造性に富む人間形成をはかり、良識ある

ビジネススペシャリストや介護福祉士及び福祉社会に役立つ人材を育成することを目的

とする。 

 

（名称） 

第２条 本校は、北陸ビジネス福祉専門学校と称する。 

 

（所在地） 

第３条 本校の本拠地を、富山市西中野本町１番６号に置く。 

 

第２章 課程・学科等 

（課程・学科等） 

第４条 本校の課程・学科等及び修業年限並びに定員は、次のとおりとする。 

課 程 名 学 科 名 修業年限 入学定員 総定員 昼夜別 

商 業 実 務 専 門 課 程 医 療 秘 書 学 科 ２年 ２０名 ４０名 昼間 

教育・社会福祉専門課程 
介 護 福 祉 学 科 ２年 ２０名 ４０名 昼間 

精神保健福祉学科 １年 ２０名 ２０名 昼間 

 

（学年） 

第５条 本校の学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

２．本校の学期は、次のとおりとする。 

前期   ４月１日から９月３０日まで 

後期  １０月１日から３月３１日まで 

 

（休業日） 

第６条 本校の休業日は、次のとおりとする。但し、校長が、特に必要と認める場合には、休業日

を変更することができる。 

（１）日曜日 

（２）土曜日 

（３）国民の祝日に関する法律に規定する日 

（４）夏季休業日  ７月２５日から８月３１日 

（５）冬季休業日 １２月２５日から１月 ７日 

（６）春季休業日  ３月２５日から４月 ７日 



第３章 授業科目・授業時間数及び教員組織 

（授業科目・授業時間数） 

第７条 本校の授業科目及び授業時間数は別表１～３のとおりとする。 

２．授業時間数と単位の換算は以下の各号の規定による。 

（１）授業日数を前期１５週、後期１５週とする。 

（２）授業時間数を単位に換算する場合においては、講義１５時間、演習３０時間、実習

４５時間で１単位とする。 

（３）介護福祉学科の１単位時間は４５分、医療秘書学科、精神保健福祉学科の１単位時

間は５０分とする。 

  ３．精神保健福祉学科において、下記に該当する者は証明書類を確認のうえ、科目免除を行う

ことができる。 

（１）精神保健福祉学科において、学校教育法に基づく大学若しくは高等専門学校、職業

能力開発促進法（昭和４４年法律第６４号）第１５条の６第１項各号に掲げる施設

若しくは同法第２７条第１項に規定する職業能力開発総合大学校又は厚生労働大臣

の定める学校、文教研修施設若しくは養成所において既に履修した科目については、

当該科目の履修の状況に応じ、別表 3 に定める総授業時間数の２分の１を超えない

範囲で、その時間数の全部又は一部を免除することができる。 

（２）指定施設（精神保健福祉士法施行規則第２条）で１年以上相談援助業務に従事した

後入学する者については、別表３に定める授業科目のうち、「ソーシャルワーク実習

指導」及び「ソーシャルワーク実習」の履修を免除することができる。 

（３）社会福祉士の「相談援助実習」及び「ソーシャルワーク実習」を履修した者につい

ては、ソーシャルワーク実習のうち、60 時間を上限として精神科病院等の医療機関

以外の実習を免除することができる。 

 

（成績評価） 

第８条 授業科目の成績評価は、学年末において、定期試験、実習の成果、履修状況等を総合的に

勘案して行う。但し、学年末の時点で退学、休学している者に関しては、成績評価を行わ

ない。 

 

（始業・終業時刻） 

第９条 本校の始業及び終業時刻は、次のとおりとする。 

介護福祉学科   ９時００分から１６時１０分まで 

医療秘書学科   ９時２５分から１５時５０分まで 

精神保健福祉学科 ９時２５分から１６時５０分まで 

 

（教職員組織） 

第１０条 本校に次の教職員を置く。 

（１）校  長    

（２）教  員    



（３）講  師    

（４）事務職員    

（５）学 校 医    

  ２．教員の定員、資格は専修学校設置基準並びに監督官庁の定めによる。 

  ３．校長は、校務を掌握し、所属教職員を監督する。 

４．講師は必要に応じて配置する。 

 

第４章 入学、休学、退学及び卒業 

（入学資格） 

第１１条 本校に入学できる者は、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第９０条の規定により、

高等学校を卒業した者、若しくは通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通

常の課程以外によりこれに相当する学校教育を修了した者を含む）又は監督官庁の定め

るところにより、これと同等以上の学力があると認められた者とする。 

２．前項の同等以上の学力があると認められた者とは、学校教育法施行規則（昭和２２年文

部省令第１１号）第１５０条の規定及び同法施行規則第１８３条の規定により、次の各

号の一つに該当する者とする。 

（１）外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者で、文部科学大臣が指

定した者。 

（２）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者。 

（３）文部科学大臣の指定した者。 

（４）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者。 

（５）修業年限が３年以上の専修学校の高等課程を修了した者。 

３．精神保健福祉学科については、次の各号に該当する者とする。 

（１）学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）を卒業した者、その他その者に準ず 

   るものとして精神保健福祉士法施行規則（平成１０年厚生省令第１１号）第１条第

３項で定める者。 

（２）学校教育法に基づく短期大学（修業年限が３年のものに限る。）を卒業した者（夜間

において授業を行う学科又は通信による教育を行う学科を卒業した者を除く。）、そ

の他その者に準ずるものとして精神保健福祉士法施行規則第１条第６項に規定する

者であって、指定施設において１年以上相談援助の業務に従事した者。 

（３）学校教育法に基づく短期大学又は高等専門学校を卒業した者、その他その者に準ず

るものとして精神保健福祉士法施行規則第１条第９項に規定する者であって、指定

施設において２年以上相談援助の業務に従事した者。 

（４）同条第１項または第２項に該当する者であって、指定施設において４年以上相談援

助の業務に従事した者。 

 

 

 



（入学時期） 

第１２条 本校の入学時期は、毎年４月とする。 

 

（入学手続） 

第１３条 本校の入学手続きは、次のとおりとする。 

（１）本校に入学しようとする者は、本校の定める入学願書に必要事項を記載し、第２３

条に定める入学検定料を添え、指定の期日まで出願しなければならない。 

（２）前号の手続きを終了した者に対しては、入学試験及び書類審査を行い、入学を決定

する。 

（３）入学試験に合格した者は、合格通知を受け取った日から１０日以内に第２３条の入

学金を添え、手続きをとらなければならない。 

 

（転入学） 

第１４条 本校への転入学を希望する者がある場合には、これを認めない。但し、特別な事情があ   

     る者には転入学を認めることがある。 

 

（休学、復学） 

第１５条 学生が疾病その他、やむを得ない事由により、６ヶ月以上にわたり修学することができ

ないときは、これを証明する書類を添えて保証人連署のうえ、休学を届け出なければな

らない。 

２．休学期間は１年を超えてはならない。但し、特別な事情がある者には、引き続き休学を

許可することがある。なお、休学期間は在学期間に加算せず、休学期間にかかる学生納

付金等は徴収しない。但し、納付済の場合は、学期の途中であっても、返還は行わない。 

３．前項の者が復学しようとする場合は、届け出て復学することができる。復学する場合は

原級に復するものとし、当該の学費（入学金を除く）を納付しなければならない。 

 

（退学） 

第１６条 退学しようとする者は、その事由を記した書面により、校長の許可を受けなければなら

ない。但し、所定の学費が納入されていない場合は、その納入をもって退学を認める。

なお、所定の期日までに納入がない場合には、第２１条第１項第１号に基づき除籍処分

とする。 

 

（修了の認定及び卒業の条件） 

第１７条 第７条に定める授業科目の成績評価に基づいて、校長は課程修了の認定を行う。 

   ２．介護福祉学科にあっては、各履修科目の出席時間数が社会福祉士介護福祉士養成施設指

定規則第７条第３項（昭和６２年厚生省令第５０号）に定める時間数の３分の２（但し、

介護実習については５分の４）に満たない者については、当該学科の履修の認定はしな

い。 

   ３．精神保健福祉学科にあっては、各履修科目の出席時間数が精神保健福祉士短期養成施設

等及び精神保健福祉士一般養成施設等指定規則第５条第１号ハ（平成１０年厚生省令第



１２号）に定める時間数の３分の２（但し、ソーシャルワーク実習については５分の４）

に満たない者については、当該学科の履修の認定はしない。 

   ４．所定の修業年限以上在学し、課程を修了したと認める者には、卒業を認定する。 

   ５．前項により、商業実務専門課程「医療秘書学科」を修了した者には、専門士（商業実務

専門課程）の称号を授与し、教育・社会福祉専門課程「介護福祉学科」を修了した者に

は、専門士（教育・社会福祉専門課程）の称号を授与する。 

 

（留年） 

第１８条 前条において、進級又は卒業が認定されなかった者は、留年とする。但し、在学期間は

第４条に定める修業年限に２を乗じたものを限度とする。 

 

第５章 賞罰 

（褒賞） 

第１９条 成績が優秀で他の模範となる者は、褒賞することができる。 

 

（懲戒） 

第２０条 校長は、本校の規則に違反したり、本校の生徒の本文に反する行為があった場合等にお

いて、教育上必要と認められる場合には、生徒に対し懲戒を加えることができる。 

２．懲戒の種類は、訓告、停学及び退学とする。 

３．校長は、次の各号に該当する者に退学を命ずることができる。 

（１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者。 

（２）学力劣等で成業見込みがないと認められる者。 

（３）正当な理由なくして出席しない者。 

（４）学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者。 

 

（除籍） 

第２１条 学生が次の各号に該当する場合は、除籍される。 

    （１）分納及び延納願いがなく、学費を納入しないとき。 

    （２）学生が死亡したとき。 

 

第６章 科目履修生 

（科目等履修生） 

第２２条 本校において開設する授業科目に対し、本校学生以外の者から特定の科目について履修

申請があった場合には、これを認めない。 

 

第７章 入学金、授業料、その他 

（納付金） 

第２３条 本校の入学検定料、入学金、授業料等は、次のとおりとする。 

   



 

入学検定料      30,000 円 

入学金       160,000 円 

    授業料（年額）   590,000 円（介護福祉学科） 

              590,000 円（医療秘書学科） 

              700,000 円（精神保健福祉学科） 

             但し、第７条第３項に該当する者は、減免する。 

    演習実習費（年額） 220,000 円（介護福祉学科１年次） 

              260,000 円（介護福祉学科２年次） 

              200,000 円（医療秘書学科１年次） 

              180,000 円（医療秘書学科２年次） 

              260,000 円（精神保健福祉学科） 

             但し、第７条第３項に該当する者は、減免する。 

    教育充実費（年額） 200,000 円（介護福祉学科１年次） 

              160,000 円（介護福祉学科２年次） 

              140,000 円（医療秘書学科１年次） 

              160,000 円（医療秘書学科２年次） 

              180,000 円（精神保健福祉学科） 

 

２．上記学費は校長が定める日までに納入するものとする。但し、分納及び延納願いが受理

された場合は、この限りではない。 

３．３月３１日までに入学辞退の意思表示をした者（推薦入学試験合格者を除く）について

は、原則として入学金を除く学費の返還に応じる。 

４．科目免除の申請があった場合、証明書類等を確認のうえ、該当科目の時間数を考慮し、

算出された金額を免除する。 

５．留年における納付金の扱いは、不認定科目分のみとし、その算出は各学科とも修了すべ

き総時間数に対する不認定科目の時間数の割合によるものとする。但し、この場合の解

釈として、留年と決定した年度の次年度に不認定科目分を履修して学ぶ場合のことであ

り、１年以上の休学期間を挟む場合にはこの限りではない。 

６．既に納入された学費は、同条第３項に該当する場合以外返金しない。但し、明らかに重

複または超過納入となった場合やその他校長が必要と認めた場合はこの限りでない。 

 

第８章 健康診断 

（健康診断） 

第２４条 健康診断は、年１回実施する。 

 

第９章 自己点検・評価、情報公開 

（自己点検・評価） 

第２５条 本校は、その教育の一層の充実を図り、本校の目的及び社会的使命を達するため、本校



における教育活動の状況について、自ら点検及び評価を行うものとする。 

 

（情報の積極的な提供） 

第２６条 本校は、教育活動等の状況について、広く周知を図ることができる方法によって、積極

的に情報を提供するものとする。 

第１０章 細則 

（施行細則）  
第２７条 この学則の施行についての細則は、校長が別に定める。 

 

第１１章 附帯教育事業 

（附帯教育事業） 

第２８条 附帯教育事業として、次の各号の事業を実施する。 

（１）介護職員初任者研修講座 

（２）介護福祉士国家試験対策講座 

（３）厚生労働大臣指定「福祉用具専門相談員」指定講習会 

講  座  名 修業年限 授業時数 定員 備  考 

厚生労働大臣指定 

「福祉用具専門相談員」 

指定講習会 

６日間 ４０ ３０名 講習は昼間実施 

（４）介護福祉士実務者研修講座 

講  座  名 修業年限 授業時数 定員 備  考 

介護福祉士実務者研修講座 ６か月間 462 40 名  

 規程については、別紙１のとおりとする。 

 

２．入学金・授業料・教育課程その他必要な事項は、別に定める。 

 

 附 則 

１．この学則の一部改正は、平成 11 年４月１日から施行する。 

    この学則の改正後の北陸ビジネス福祉専門学校学則、別表１から別表６までの規定は、平

成 11 年４月１日以降に入学する学生について適用し、同年３月 31 日現在在籍する学生に

ついては、なお従前の例によることができる。 

２．この学則の一部改正は、平成 12 年４月１日から施行する。 

この学則の改正後の北陸ビジネス福祉専門学校学則、別表１から別表７までの規定は、平

成 12 年４月１日以降に入学する学生について適用し、同年３月 31 日現在在籍する学生に

ついては、なお従前の例によることができる。 

３．この学則の一部改正（第 15 条修了の認定及び卒業の条件と第 19 条附帯教育事業）は、平

成 12 年３月１日から施行し、第 15 条については平成 11 年度の卒業認定を受ける学生に

適用する。 

４．この学則の一部改正（第４条課程学科等、第７条授業科目・授業時間数、第 10 条入学資



格、第 15 条修了の認定及び卒業の条件、第 17 条納付金）は、平成 14 年４月１日以降入

学する学生について適用し、同年３月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例

によることができる。 

５．この学則の一部改正（第１条目的、第４条課程・学科等、第７条授業科目・授業時間数、

第８条始業・終業時刻、第 10 条入学資格、第 15 条修了の認定及び卒業の条件、第 17 条

納付金）は、平成 14 年４月１日以降入学する学生について適用し、同年３月 31 日現在在

籍する学生については、なお従前の例によることができる。 

６．この学則の一部改正（第４条課程・学科等、第５条学年、第６条休業日、第７条授業科目・

授業時間数、第８条始業・終業時刻、第 12 条入学手続、第 13 条休学等、第 15 条修了の

認定及び卒業の条件、第 17 条納付金）は、平成 16 年４月１日以降入学する学生について

適用し、同年３月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例によることができる。 

７．この学則の一部改正（第 15 条修了の認定及び卒業の条件）は、平成 16 年３月 12 日から

施行し、平成 15 年度の卒業認定を受ける学生から適用する。 

８．この学則の一部改正（第４条課程・学科等、第７条授業科目・授業時間数、第８条始業・

終業時刻、第 15 条修了の認定及び卒業の条件、第 17 条納付金）は、平成 17 年４月１日

以降入学する学生について適用し、同年３月 31 日現在在籍する学生については、なお従

前の例によることができる. 

９．この学則の一部改正（第７条授業科目・授業時間数）は、平成 18 年４月１日以降入学す

る学生について適用し、同年３月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例によ

ることができる。 

10．この学則の一部改正（第７条授業科目・授業時間数、第１５条修了の認定及び卒業の条件） 

は、平成１９年４月１日以降入学する学生について適用し、同年３月３１日現在在籍する 

学生については、なお従前の例によることができる。 

11．この学則の一部改正（第１７条納付金）は、平成１９年１２月２７日から施行する。但し、 

  同条第４項については、平成２０年度入学試験合格者から適用する。 

12．この学則の一部改正（第４条課程・学科等、第７条授業科目・授業時間数、第９条教員組

織、第１５条修了の認定及び卒業の条件、第１７条納付金）は、平成２０年４月１日から

施行する。 

13．この学則の一部改正（第 7 条授業科目・授業時間数）は、平成 21 年 4 月 1 日以降に入学

する学生について適用し、同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例に

よることができる。 

14．この学則の一部改正（第 7 条授業科目・授業時間数）は、平成 23 年 4 月 1 日以降に入学

する学生について適用し、同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例に

よることができる。 

15．この学則の一部改正（第 7 条授業科目・授業時間数、第 10 条入学資格）は、平成 24 年 4

月 1 日以降に入学する学生について適用し、同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、

なお従前の例によることができる。 

16．この学則の一部改正（第 7 条授業科目・授業時間数）は、平成 25 年 4 月 1 日以降に入学

する学生について適用し、同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例に

よることができる。 



17．この学則の一部改正（第 19 条 附帯教育事業）は、平成 26 年 4 月 1 日以降に入学する学

生について適用し、同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例によるこ

とができる。 

18．この学則の一部改正（第 7 条授業科目・授業時間数）は、平成 26 年 4 月 1 日以降に入学

する学生について適用し、同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例に

よることができる。 

19．この学則の一部改正（第 15 条 修了の認定及び卒業の条件、第 17 条 納付金、第 19 条 附

帯教育事業）は、平成 26 年 11 月 1 日以降に入学する学生について適用し、同年 10 月 31

日現在在籍する学生については、なお従前の例によることができる 

20．この学則の一部改正（第 7 条 授業科目・授業時間数）は、平成 27 年 4 月 1 日から適用す

る。 

21．この学則の一部改正（第 19 条 附帯教育事業）は、平成 28 年 4 月 1 日以降に入学する学

生について適用し、同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例によるこ

とができる。 

22. この学則の一部改正（第 7 条 授業科目・授業時間数）は、平成 28 年 4 月 1 日以降に入学

する学生について適用し、同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例に

よることができる。 

23．この学則の一部改正（第 19 条 附帯教育事業）は、平成 29 年 4 月 1 日以降に入学する学

生について適用し、同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例によるこ

とができる。 

24．この学則の一部改正（第 7 条 授業科目・授業時間数）は、平成 30 年 4 月 1 日以降に入学

する学生について適用し、同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、なお従前の例に

よることができる。 

25．この学則の一部改正（第 8 条 始業・終業時刻）は、平成 31 年 4 月 1 日以降に入学する学

生並びに同年 3 月 31 日現在在籍する学生について適用する。 

25．この学則の一部改正（第 7 条 授業科目・授業時間数 別表 2（1）、（2）、第 17 条 納付

金）の内、第 7 条 授業科目・授業時間数 別表（1）、（2）については、令和 2 年 4 月 1

日以降入学する学生について適用する。同年 3 月 31 日現在在籍する学生については、な

お従前の例によることができる。第 17 条 納付金の変更については、令和 3 年 4 月 1 日以

降入学する学生より適用する。 

26．この学則の一部改正（第 6 条 休業日）は、令和 2 年 8 月 9 日から施行する。 

27．この学則の一部改正（第 13 条 休学、復学、第 15 条 修了の認定及び卒業の条件）は、令

和 3 年度 4 月 1 日から施行する。 

28．この学則の一部改正（第 7 条 授業科目・授業時間数 別表１～３、第８条 成績評価、

第９条 始業・終業時刻、第 10 条 教職員組織、第 11 条 入学資格、第 14 条 転入学、

第 15 条 休学、復学、第 16 条 退学、第 17 条 修了の認定及び卒業の条件、第 20 条 懲

戒、第 21 条 除籍、第 22 条 科目等履修生、第 23 条 納付金、第 25 条 自己点検・評

価、第 26 条 情報の積極的な提供、第 27 条 施行細則）の内、第 7 条 授業科目・授業

時間数 別表１～３、第８条 成績評価、第９条 始業・終業時刻、第 10 条 教職員組

織、第 11 条 入学資格、第 14 条 転入学、第 15 条 休学、復学、第 16 条 退学、第



17 条 修了の認定及び卒業の条件、第 20 条 懲戒、第 21 条 除籍、第 22 条 科目等履

修生、第 23 条 納付金（金額変更除く）、第 25 条 自己点検・評価、第 26 条 情報の積

極的な提供、第 27 条 施行細則については、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。第 17 条 納

付金（金額変更）については、令和 5 年 4 月 1 日以降入学する学生より適用する。 

29．この学則の一部改正（第４条 課程・学科等、第７条 授業科目・授業時間数、第８条 成

績評価、第１５条 休学、復学、第１６条 退学、第１８条 留年、第２１条 除籍、第２３

条 納付金）について、令和５年４月１日施行する。第７条 授業科目。授業時間数（医療

秘書学科カリキュラムの変更）は、令和５年４月１日以降に入学する学生より適用する。

第２３条 納付金（学費の変更）は、令和６年４月１日以降に入学する学生より適用する。 

30．この学則の一部改正（第７条 授業科目・授業時間数、第２３条 納付金）について、令和

６年４月１日から施行する。第７条 授業科目・授業時数（別表１～３ カリキュラムの変

更）は、令和６年４月１日以降に入学する学生より適用する。第２３条 納付金（学費の変

更）は、令和７年４月１日以降に入学する学生より適用する。 

31．この学則の一部改正（第７条 授業科目・授業時間数、第９条 始業・終業時刻、第１４条 

転入学、第１７条 修了の認定及び卒業の要件）については、令和６年６月１日から施行す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１ 

北陸ビジネス福祉専門学校 介護福祉士実務者研修講座 規程 

 

第１条（目的） 

北陸ビジネス福祉専門学校（以下、「本校」という）は、介護福祉士の養成教育を土台として、

介護実務経験者のための介護福祉士実務者養成施設を設置する。本校では介護福祉士に必要

な知識・技術・価値を習得させ、専門職としての技能と教養を培うと共に介護福祉現場、地

域福祉へ貢献し得る人材を育成することを目的とする。 

 

第２条（名称・所在地） 

本校は、「北陸ビジネス福祉専門学校 介護福祉士実務者研修講座」と称する。 

２ 本校の所在地は、富山県富山市西中野本町１番６号に置く。 

 ３ 研修会場は、所在地以外に必要に応じて設置する。 

 

第３条（課程学科・修業年限・定員） 

本校の課程学科、修業年限、定員は次のとおりとする。 

   （１）課 程 名：通信教育課程 

   （２）修業年限：６か月間 

           受講生は１年を超えて在学できない。 

   （３）定  員：４０名  

 

第４条（養成課程・授業方法） 

   （１）養成課程（カリキュラム）は、別表１のとおりの科目、時間数とする。 

   （２）授業方法 

      通信授業（レポート教材提出）とし、別表１に規定のとおり面接授業（スクーリング）

を実施する。 

 

第５条（入学時期） 

   本校の入学時期は、課程の開始日とする。 

 

第６条（入学資格） 

   本校への入学資格は、介護福祉士となる意志のある者とする。 

 

第７条（手続・入学者の選考） 

入学志願者は指定の期日までに、本校指定の書類に必要事項を記入し応募する。入学者の選

考は行わず、定員に達し次第締め切りとする。但し、若干名の待機者を設ける。 

２ 受付終了後、期日までに指定された書類を提出し、第８条に規定する学費等を指定期日まで

に納入する。 

 



第８条（学費等） 

   本校に入学するための学費（入学金、授業料、教材費、その他諸費用等）は、別表２の規定

のとおりとする。 

 ２ すでに納入された学費は、これを返還しない。但し、第５条に規定する入学時期より前に申

し出た場合には別途協議の上、入学金を除く学費を返還することがある。 

 ３ 正当な理由がなく、かつ、所定の手続きを行わずに学費等の支払がない場合は、除籍処分と

なる。 

 

第９条（休学・退学） 

   休学・退学・復学の希望があった場合は、面接相談の上、認めることができる。但し、その

場合、学費等は返金しないものとする。 

 

第１０条（履修方法） 

通信授業は、別表１に定める科目を決められたスケジュール表に基づいて、受講生が教材等

で学び、定められた期間内に、科目ごとの提出課題を提出し、修了評価を受けなければなら

ない。 

２ 面接授業は、本校の教室及び演習室、本校が指定する施設において実施する。面接授業の指

定時間は別表１のとおりとする。 

３ 面接授業については、原則として欠席は認めない。ただし、やむを得ない事由により、有料

にて補講を受けることができる。 

４ 受講生は学習内容について相談、質疑等がある場合は、質問表や電子メールによって行うこ

とができる。 

 

第１１条（評価方法） 

   各科目の評価は修了試験又はレポート課題をもって行い、６０点以上の者を合格とする。不

合格の者については課題等を提出させ、再度評価を行う。 

 

第１２条（課程修了の認定） 

   課程修了の認定は、指定された研修による免除科目を除き、別表１に規定するすべての通信授

業、面接授業にて合格判定を受け者に対して行う。 

  

第１３条（卒業） 

   所定の修業期間在籍し、課程修了の認定を受けた者に対して、修了証を交付する。 

 

第１４条（教職員組織） 

   本校には次の職員を置く。 

 

（１）学校長   １名 

（２）講座長   １名（教務に関する主任者とする。） 

（３）専任教員  １名（教務に関する主任者を兼ねることができる。） 



（４）非常勤講師 ３名（面接授業及び通信授業を担当することができる。） 

（５）事務職員  １名 

２ 学校長は本校を代表し、校務全般を統括する。 

 ３ 専任教員及び非常勤講師は、受講生の教育をつかさどる。 

 ４ 事務職員は事務に従事する。 

 

第１５条（懲戒） 

学校長は、学生の本分に反する行為があったと認められるときは、これに懲戒を行うこと

がある。  

２ 懲戒は、訓告、及び退学とする。  

３ 前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。  

（１）在籍期間を超えた者 

（２）履修状況が著しく遅く成業の見込みがないと認められる者  

（３）正当な理由がなく、課題提出ができない者  

（４）面接授業時にクラスの秩序を乱す等、学校の指示に反した者 

 

第１６条（規程変更） 

   この規程に定めのない規則等については、別途定める。 

２ この規程は、学校運営会議に諮り変更することができる。 

 

附 則 

この規程は、平成 26 年 4 月 1 日より施行する。 

 

【添付書類】 

別表１：実務者研修養成課程（カリキュラム） 

別表２：学費等一覧表 

 

 

 

 



別表1

2

1

1

6

1

3

3

1

2

4

2

5

3

8

4

1

8

4

2

4

1

日レセインストラクター（講義） 3

ホスピタルコンシェルジュ（講義） 2

医療事務管理士（講義） 4

4

5

3

ＯＡ実習（ワード・エクセル・パワーポイント）(演習） 4

4

4

1

82

9

91

30 30

医師事務作業補助（講義）

薬の知識（講義）

登録販売者試験（講義）

商業実務専門課程「医療秘書学科」カリキュラム編成表

医の倫理（講義） 15 15

登録販売者試験（講義） 40 40

介護保険事務（講義） 60 60

医療保険事務（講義）

45

医療にかかわる用語（講義）

選択必修科目授業数 0 140 140

調剤請求事務（講義）

硬筆書写（演習） 50 50

秘書検定（講義）

100 30 130

60

60 60

90

80

必修科目授業数

医

療

・

保

健

福

祉

基

礎

教

科

健康とは、疾病とは（講義） 30

臨床検査（講義） 15

医療秘書概論・医療秘書実務（演習） 60 60

医療秘書概論・医療秘書実務（講義）

30

970 690 1,660

120

医療秘書認定試験対策（講義） 120 120

60

ビジネス能力（講義）

接遇応対マナー（演習）

80

医療実務実習（実習） 60 60

デンタルアテンダント（演習）

60 60

60 60

30

30

120

30

医療情報学・医療情報処理（演習） 60

60 30

医療情報学・医療情報処理（講義） 30 0

90 30

医療関係法規概論（講義）

60

50

45

30

60

50

単

位

数
 年間授業時数  年間授業時数

30

150

120

45

90

科

目

区

分

必

修

・

選

択

の

別

授  業  科  目

第１学年 第２学年
授業時数

計

医療事務検定対策（演習） 120

45

30

患者論（講義） 15

卒業に必要な総授業数 970 830 1,800

専

 

 

門

 

 

科

 

 

目

必

 

 

 

 

修

医

療

秘

書

専

門

教

科

選

択

必

修

医

療

事

務

・

医

療

ク

ラ
ー

ク

コ
ー

ス

調

剤

・

登

録

販

売

者

コ
ー

ス

一

般

科

目

必

修

一

般

科

目

15

からだの構造と機能（講義） 45 45 90

15

4545

30

コミュニケーション論（演習）



別表２

2

4

2

2

ビジネスマナー（文章表現法）（講義） 2

レクリエーション支援の基礎（演習） 2

4

4

4

1

1

2

2

2

2

2

1

1

2

1

1

1

1

1

4

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

5

1

1

美容福祉（演習） 1

ヘルスケア福祉（演習） 1

84

1

85

＊１ 同一科目名称でⅠ・Ⅱ・Ⅲ～とあるのは履修順序を示す。

＊２ 同一科目名称でＡ・Ｂ・Ｃ～とあるのは履修順序を示さない。

介

 

 

 

 

 

護

介護の基本Ⅰ（講義） 60 60

介護の基本Ⅱ（講義） 60

生活支援技術C（演習） 60 60

生活支援技術D（演習） 60 60

介護過程Ⅲ（演習） 60 60

介護総合演習Ⅰ（演習） 30 30

60

介護の基本Ⅲ（講義） 60 60

コミュニケーション技術Ａ（演習） 30

30 30介護総合演習Ⅱ（演習）

30

人

間

と

社
会

30 30

60 60

社

会

の

理
解

社会の理解A（講義） 30 30

社会の理解B（講義） 30

教育・社会福祉専門課程「介護福祉学科」カリキュラム編成表

必

修

・

選

択

の

別

科

目

区

分

授  業  科  目

第１学年 第２学年
授業時数

計

単

位

数
 年間授業時数  年間授業時数

30

コミュニケーション技術Ｂ（演習） 30 30

生活支援技術A（演習） 60 60

生活支援技術B（演習） 60 60

生活支援技術E（演習） 60 60

介護過程Ⅰ（演習） 30 30

介護過程Ⅱ（演習） 30 30

介護総合演習Ⅲ（演習） 30 30

介護総合演習Ⅳ（演習） 30 30

介護過程Ⅳ（演習） 30 30

介護実習Ⅰ（実習） 180 180

介護実習Ⅱ（実習） 270 270

こ

こ

ろ

と

か

ら

だ

の

し

く

み

発達と老化の理解Ⅰ（講義） 30 30

発達と老化の理解Ⅱ（講義） 30 30

認知症の理解Ⅰ（講義） 30 30

認知症の理解Ⅱ（講義） 30 30

障害の理解Ⅰ（講義） 30

30 30

こころとからだのしくみⅡ（講義） 30 30

30

障害の理解Ⅱ（講義） 30 30

こころとからだのしくみⅠ（講義）

こころとからだのしくみⅢ（講義） 30 30

こころとからだのしくみⅣ（講義） 30 30

医

療

的

ケ
ア

医療的ケア(講義） 75 75

医療的ケア（救急蘇生含む） (演習） 30 30

国家試験対策（演習） 30 30

選

択

必

修

美容プロデュース専攻 30 30

ヘルスケア専攻 30 30

必

 

 

 

 

修

人

間

と

社

会

人

間

の

理
解

人間の尊厳と自立（講義） 30 30

人間関係とコミュニケーション（講義） 60 60

必 修 科 目 授 業 数 1,080 855 1,935

選 択 必 修 科 目 授 業 数 30 30

卒 業 に 必 要 な 総 授 業 数 1,110 855 1,965



別表3

※学則第７条第３項に該当する者は、履修を免除する。

60

社会保障（講義） 60 60

ソーシャルワーク実習（実習） 210

障害者福祉（講義） 30 30

権利擁護を支える法制度（講義） 30 30

刑事司法と福祉（講義） 30 30

社会福祉調査の基礎（講義）

教育・社会福祉専門課程「精神保健福祉学科」カリキュラム編成表

科

目

区

分

必

修

・

選

択

の

別

授  業  科  目

第1学年
授業時数

計年間授

業時数

共

通

科

目

必

 

 

修

医学概論（講義） 30 30

心理学と心理的支援（講義） 30 30

社会学と社会システム（講義） 30 30

社会福祉の原理と政策（講義） 60 60

地域福祉と包括的支援体制（講義） 60

30 30

ソーシャルワークの基盤と専門職（講義） 30 30

ソーシャルワークの理論と方法（講義） 60 60

専

門

科

目

必

 

 

修

精神医学と精神医療（講義） 60 60

現代の精神保健の課題と支援（講義） 60 60

精神保健福祉の原理（講義） 60 60

ソーシャルワークの理論と方法（専門）（講義） 60 60

精神障害リハビリテーション論（講義） 30

実

習

演

習

科

目

必

 

 

修

ソーシャルワーク演習（演習） 30 30

ソーシャルワーク演習（専門）（演習） 90 90

ソーシャルワーク実習指導（実習） 90 90

210

卒 業 に 必 要 な 総 授 業 数 1,200 1,200

30

精神保健福祉制度論（講義） 30 30

必 修 科 目 授 業 数 1,200 1,200

選 択 科 目 授 業 数 0 0



別表１：実務者研修養成課程（カリキュラム）

3級課程 2級課程 1級課程

1 人間の尊厳と自立 通信授業 5 免除 免除 免除 免除 免除

2 社会の理解Ⅰ 通信授業 5 免除 免除 免除 免除 免除

3 社会の理解Ⅱ 通信授業 30 30 30 30 免除 免除

4 介護の基本Ⅰ 通信授業 10 免除 10 免除 免除 免除

5 介護の基本Ⅱ 通信授業 20 20 20 免除 免除 免除

6 コミュニケーション技術 通信授業 20 20 20 20 免除 免除

7 生活支援技術Ⅰ 通信授業 20 免除 免除 免除 免除 免除

8 生活支援技術Ⅱ 通信授業 30 免除 30 免除 免除 免除

9 介護過程Ⅰ 通信授業 20 免除 20 免除 免除 免除

10 介護過程Ⅱ 通信授業 25 25 25 25 免除 免除

11 介護過程Ⅲ 面接授業 45 45 45 45 45 免除

12 発達と老化の理解Ⅰ 通信授業 10 10 10 10 免除 免除

13 発達と老化の理解Ⅱ 通信授業 20 20 20 20 免除 免除

14 認知症の理解Ⅰ 通信授業 10 免除 10 10 免除 免除

15 認知症の理解Ⅱ 通信授業 20 20 20 20 免除 免除

16 障害の理解Ⅰ 通信授業 10 免除 10 10 免除 免除

17 障害の理解Ⅱ 通信授業 20 20 20 20 免除 免除

18 こころとからだのしくみⅠ 通信授業 20 免除 20 免除 免除 免除

19 こころとからだのしくみⅡ 通信授業 60 60 60 60 免除 免除

20 医療的ケア 通信授業 50 50 50 50 50 50

21 医療的ケア演習 面接授業 12 12 12 12 12 12

405 275 375 275 50 50

57 57 57 57 57 12

462 332 432 332 107 62合計履修時間数

科目
領域

人
間
と
社
会

介
護

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

ケ
　
ア

医
療
的

実
務
者
研
修
課
程

（
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

）

履修方法
科目
№

研修科目

通信授業時間数

面接授業時間数

初任者研修
修了者

履修時間数

訪問介護養成研修修了者
介護職員基礎
研修修了者

無資格者



単位：円

入学金 授業料 教材費 学費合計 備　考

10,000 100,000 30,000 140,000
６か月間
在籍

10,000 80,000 25,000 115,000
６か月間
在籍

３級課程
（４３２時間）

10,000 100,000 25,000 135,000
６か月間
在籍

２級課程
（３３２時間）

10,000 80,000 25,000 115,000
６か月間
在籍

１級課程
（１０７時間）

10,000 40,000 20,000 70,000
６か月間
在籍

10,000 20,000 20,000 50,000
６か月間
在籍

※上記の金額には、消費税が含まれております。

※教材費には、指定教科書、通信レポート課題集、通信授業管理費が含まれます。

別表２　：学費等一覧表

取得資格名
（研修時間）

無資格者
（４６２時間）

初任者研修修了者
（３３２時間）

訪問介護養
成研修修了

者

基礎研修修了者
（６２時間）


